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6 　 物体に働く 力に関する 実験について， 次の各問に答えよ 。   

　 　 ＜実験 1 ＞を行ったと こ ろ， ＜結果 1 ＞のよ う になった。

＜実験 1 ＞

⑴　 図 1 のよ う に， 机上のス タ ンド に取り 付けたアームにばねをつる

し ， その長さ を測定する と 6 cm であった。 ま た， 同じ 机上に重さ

の等し い複数のおも り を置いた。

⑵　 ⑴で机上に置いたおも り のフ ッ ク の端である 点 A を 含む水平面

に 30 cm の定規の一端を合わせ， も う 一端を⑴でつる し たばねの下

端である 点 B を含む水平面に合う よ う にアームの高さ を調節し た。

⑶　 ⑴でつる し たばねの下端である 点 B に， ⑴で机上に置いたおも

り を 2 個ずつつる し ， おも り が空気中で静止し たと き のばねの伸び

を定規で測定し た。

＜結果 1 ＞

おも り の数

〔 個〕
0 2 4 6

ばねを引く 力の大き さ

〔 N〕
0 4 8 12

ばねの伸び

〔 cm〕
0 2 4 6

〔 問 1 〕　 ＜結果 1 ＞から ， おも り 1 個の質量と し て適切なのは， 下のア～エのう ちではどれか。 た

だし ， 100 g のおも り に働く 重力の大き さ を 1 N と する 。

ア　 10 g　 　 　 イ 　 20 g　 　 　 ウ 　 100 g　 　 　 エ　 200 g

〔 問 2 〕　 ＜結果 1 ＞から ， ばねの伸びと ， おも り を持ち上げたと き に

し た仕事について述べた次の文章の ① と ② にそれぞれ当

てはま る も のと し て適切なのは， 下のア～エのう ちではどれか。

　 ＜結果 1 ＞のばねを引く 力の大き さ と ， ばねの伸びの関係をグ

ラ フに表すと 図 2 のよ う になった。 ＜実験 1 ＞の⑵の後， ⑴でつ

る し たばねの下端である 点 B に， ⑴で机上に置いたおも り を 1

個つる し たと する と ， つる し たおも り が静止し たと き のばねの伸

びは ① cm になる 。 ⑴で机上に置いたおも り のフッ ク の端で

ある 点 A を， 点 A を含む水平面から ， おも り を 1 個つる し て静

止し たと き のばねの下端である 点 B を 含む水平面ま で， 一定の

速さ でおも り を 1 個持ち上げたと き の仕事は， ② J と なる 。

① 　 ア　 1 イ 　 2 ウ 　 7 エ　 29

② 　 ア　 0.29 イ 　 0.58 ウ 　 29 エ　 58

　 次に， ＜実験 2 ＞を行ったと こ ろ， ＜結果 2 ＞のよ う になった。

＜実験 2 ＞

⑴　 水を入れた水槽， ばねばかり ， 糸， おも り C， おも り D， おも り E を用意し た。 おも り の体積は，

おも り C と おも り D が 7.0 cm 3， おも り E が 3.5 cm 3 である 。

⑵　 ばねばかり に糸でおも り C をつる し ， 図 3 のよ う におも り を ゆっく り 一定の速さ で下ろし ，

水中に入れていった。

⑶　 おも り 全体が空気中にある と き のおも り の位置を位置 P， おも り の一部分が水中に入ったと き

のおも り の位置を位置 Q と し ， それぞれの位置でのばねばかり の値を記録し た。
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